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戦後 80 年 福井空襲の記憶を未来へ 

——県立大学生がデジタル地図に刻む“平和への願い”を紹介する講座を開催 

 

 

福井県立大学（地域経済研究所）は、福井県生活学習館（ユー・アイ ふくい）が実施

する「令和 7 年度 福井ライフ・アカデミー ふるさと未来講座（歴史）福井②」に協力

し、教員および学生が中心となって講座「福井空襲の記憶をつなぐ若い力」を開催しま

す。 

1945 年 7 月 19 日に福井市を襲った福井空襲から 80 年を迎える今年、福井県立大学で

は、犠牲者名簿や資料を基に空襲被害を可視化した「福井空襲デジタル地図」の作成に取

り組んでいます。本講座では、青木和人教授および学生がその成果を紹介し、若い世代が

歴史の継承にどのように関わるかを参加者と共に考える機会を提供します。 

 

【開催概要】   

■ 日時：令和 7 年 12 月 14 日（日） 14:00〜15:30   

■ 会場：福井県生活学習館（ユー・アイ ふくい）映像ホール   

※本講座は福井県生活学習館による主催事業です。 

 

【講師】   

● 青木 和人（福井県立大学 地域経済研究所 教授）   

● 橋本 紘希（福井県立歴史博物館 学芸員）   

● 福井県立大学 学生（空襲地図作成チーム） 

 

【講座内容（予定）】   

1. 福井空襲の歴史解説（橋本学芸員）   

2. デジタル地図作成の背景と成果（青木教授）   

3. 学生による地図作成への取り組み報告   

4. 受講者との対話・質疑応答   

問合せ先 
主催：福井県立大学 地域経済研究所 青木 
問い合わせ：tel： 0776-61-6000(内 6201)  
e-mail： kazua@g.fpu.ac.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  １４：００～１５：３０ 
福井県生活学習館（ユー・アイ ふくい） 映像ホール 先着６０名 

 

 

 

生活学習館 開館３０周年記念     令和７年度 福井ライフ・アカデミー主催 ふるさと未来講座「歴史」福井② 

地図：福井・戦争デジタルアーカイブス 

（福井新聞社）より 

１９４５（昭和２０）年７月１９日夜、Ｂ２９の編隊が福井市に来襲

しました。市街地の９５％が焼失し、１５００名以上もの尊い命が奪わ

れました。 

それから８０年、戦争を知らない世代が多くを占めるようになる中、

福井県立大学地域経済研究所では、空襲の惨状を可視化し若い世代に伝

えようと、学生とともに福井空襲デジタル地図作成に取り組みました。 

福井空襲を知らない世代の方も、まず空襲の惨状を知るとともに、空

襲の記憶が風化しないように、また戦争の過ちが繰り返されぬように、

私たちができることは何か、皆さんで語り合っていきましょう。多くの

世代の方の参加をお待ちしています。 

 

講 師 
福井県立大学 地域経済研究所 教授 

青木 和人 氏 

 

戦後８０年 県立大学生がデジタル地図に刻む平和への願い 

お問合せ・お申込み 

福井ライフ・アカデミー本部（事務局 県生涯学習センター） 

〒918-8135 福井市下六条町 14-1 福井県生活学習館（ユー・アイ ふくい）内 

TEL ０７７６－４１－４２０６ FAX ０７７６－４１－４２０１ 

お申込みはこちら 

（まなびぃネットふくい） 

福井県立歴史博物館 学芸員 

橋本 紘希 氏 

福井県立大学 学生のみなさん 

 

©OpenStreetMap contributors / CC BY-SA 
License:www.openstreetmap.org/copyright 

福井市に飛来した B２９ 

（個人蔵 福井県立歴史博物館保管） 

 

焼夷弾が着弾、建物が炎上 

（個人蔵 福井県立歴史博物館保管） 



 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お 名 前（ ふりがな ） 年齢 お住まいの市・町 電 話 番 号 

（                           ）   

  

講座等に関する無料メールマガジンを配信しています。希望される方はメールアドレスをお書きください。 

メールアドレス                 ＠          

生活学習館 開館３０周年記念 

令和７年度 福井ライフ・アカデミー主催 ふるさと未来講座「歴史」福井② 

（FAXの場合は、下にご記入のうえ、切り取らずにこのまま送信してください） 

    ふるさと未来講座「歴史」福井② 受講申込書  FAX（0776）41-4201          

※申込等で取得した個人情報は、本講座にお申込みの方への連絡、今後の講座のご案内のためにのみ使用させていただきます。 

※手話通訳・要約筆記を希望される方は、右を○で囲み、11 月 27 日（木）までにお申し込みください。（ 手話通訳 要約筆記 ） 

福井ライフ・アカデミー本部 
（事務局 福井県生涯学習センター） 
〒９１８－８１３５ 福井市下六条町１４－１ 

              福井県生活学習館（ユー・アイ ふくい）内 

TEL 0776-41-4206 FAX 0776-41-4201 ※事前申込みのない場合、入場できません。 

    講座情報                                    

 日 時 １２月１４日（日） 14:00～15:30 

 演 題 福井空襲の記憶をつなぐ若い力 

 講 師 福井県立大学 地域経済研究所 教授 

 

福井県立歴史博物館 学芸員 

福井県立大学学生のみなさん 

   手話通訳・要約筆記について                            

手話通訳・要約筆記を希望される方は、11 月 27 日

（木）までにお申し込みください。 

    受講会場・スケジュール                                    
  

 

【会場】（先着６０名） 

福井県生活学習館（ユー・アイ ふくい）  

映像ホール 

福井市下六条町 14-1 TEL 0776-41-4206 

 

【当日のスケジュール（予定）】 

・福井空襲についての解説（橋本学芸員） 

・福井空襲デジタル地図の作成について（青木教授） 

・空襲地図作成についての思い（県立大生との交流） 

・講師・学生・受講者同士の語り合い、質疑 

   チャイルドルーム（託児所）のご案内                   
小学校就学前のお子さまがいらっしゃる方は、 

チャイルドルーム（託児所・（公財）ふくい女性 

財団が運営）をご利用ください（３００円）。 

１2月 11日（木）までにご予約をお願いします。  

TEL 0776-41-4254 または二次元コードより 

福井駅東口 

生活学習館 

     フレンドリーバスをご利用ください          

・福井駅東口 13:30 発→生活学習館 13:43着 
・生活学習館 15:43 発→福井駅東口 16:16着 
         (県立図書館にて 14分停車します) 

青木 和人 氏 

    申込方法・申込先  締切：１２月１３日（土）                          
● ホームページ「まなびぃネットふくい」 

「まなびぃネットふくい」で検索 → 講座名を選択 

スマホは、右の二次元コードから 

● TEL ０７７６－４１－４２０６ 

● FAX ０７７６－４１－４２０１ 

● 直接、福井県生活学習館の窓口へ 

● メール f-manabi@pref.fukui.lg.jp 
【本文に下記の事項をご記入のうえ送信してください】 

①：申込講座名「歴史」福井②           ②：お名前（ふりがな） 

③：年齢      ④：お住まいの市・町      ⑤：電話番号 

⑥：メールマガジン配信のご希望（ある方はご記入ください） 

⑦：手話通訳・要約筆記のご希望（ある方はご記入ください） 

 

（ PC版 ・ モバイル版 ）  

 どちらかに○をつけてください 

橋本 紘希 氏 

    プロフィール                                          

青木
あ お き

 和人
か ず と

 氏   

立命館大学大学院 文学研究科 人文学専攻 博士課程後期課

程修了。地理情報システムの分析による地域政策立案や、浸水シミュ

レーションによる災害予測マップ作成などオープンデータの研究を行

ってきた。福井豪雨災害の記憶を学生に語り継いでもらうためのデジ

タルアーカイブ活動を行った。 
 

福井県立大学学生のみなさん 

県立大各学部の学生有志が中心となり、福井空襲の犠牲者名簿

を基に被害状況を可視化したデジタル地図を作製したほか、被害を

受けた地域を実際に歩いてみるなど、当時の記憶を記録に残す取り

組みを行っている。 


